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←赤麻小ホーム

ページはこち

からどうぞ！ 

1１月１８日（土）、PTA バザーに代わり、あかまる隊（保護

者や卒業生の保護者のボランティア団体）主催、PTA 共催

の、「あかまっこ体験フェスタ２０２３」が開催されました。ア

シストネットや消防団などの地域ボランティアの方にもご協

力いただき、各種体験やワークショップ、飲食店やフリーマー

ケットなど、アイデアと技と熱い思いが結集した結果、予想以

上の反響となり、本校体育館は人と熱気であふれ、大盛況で

した。児童からは、「赤麻小に、こんなに楽しいイベントがあっ

て、とてもうれしい！」という感想が寄せられました。 

来年は、地域の皆様にもさらに楽しんでいただけるよう

に、「子供も大人も笑顔になれるイベント」を目指していきた

いです。ご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。 

 

キラキラブレスレット作り 

チアダンス発表 

エコバッグ作り 

ヨシ灯り作り 

消防ホースでの水鉄砲 消防放水体験 

バルーンアート 

スーパー竹とんぼ作り 

折り紙とクリスマスグッズ販売 
「己書」体験 

消防車に乗って記念撮影! 

ネイルチップ作り 

ストローライダー作り 

あかまる隊綿菓子屋 盛り上がった若手教員による先生バンド 

とち介のふわふわハウス 

ステージ発表 



○道徳の授業において、児童が自由に発言できる学級の土壌ができている。 

○廊下の「友達のいいところ発見」の掲示物は、よく見付けて書けていた。行事に一生懸

命取り組み、楽しむだけでなく、お互いに褒め、認め合う経験ができて、とてもよい。 

○マスクについて。自分自身はなるべくマスクをしている。コロナもインフルエンザもま

だ怖い。マスクを取れない児童に対して、周りの友達の反応はどうか。非難されること

があったらかわいそうだと思う。そんな児童がいたら、教職員には心を配ってほしい。 

○授業の中でも、マスクをしている児童と、していない児童といろいろだった。給食の時

間、前向きでなくてもよいのではと思う。でも先程の意見を聞くと、やはりまだ怖い…

という考えもあり難しい。どちらがよいのか。 →状況を見ながら、検討して参ります。 

 本年度３回目の避難訓練では、今年も、栃木警察のスクー

ルサポーターの方にお越しいただき、不審者の対応の仕方

について学びました。まず、６年生教室に東非常階段より不

審者が侵入したという想定で、全学年児童が校庭に避難し

ました。その後、登下校時に不審者に遭遇した際の逃げ方な

どを、実演を通して学びました。今後も、自分の身は、自分で

守ることができる（自助）ように、自分で考えて行動できる

力を、子供たちに身に付けさせていきたいです。 

今年も低・中・高学年ごとに行いました。毎日のマラソンタイムや授業での練習の成果を生かし、一人一人自分の

目標に向かって頑張りました。中には、休んでいて十分に練習できなかった児童も、あきらめずに自分のペースで

一生懸命走る姿が見られ、大変感動しました。ご参観いただいたご家族の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

委員の皆様には、授業などをご参観いただき、下記の様な貴重なご意見・ご感想を多

数いただきありがとうございました。今後の本校教育活動の改善に、役立てて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生女子のレース １・２年生男子のレース 

３・４年生女子のレース ３・４年生男子のレース 

５・６年生女子のレース ５・６年生男子のレース 


